
農政部長 ○ 土木部長 ○
企画推進課長兼
復興推進課長

○ ○

○

農村整備室長 ○ 農業改良普及室長 ○
副局長兼
経営企画部長

○ ○

○

教育事務所長 ○ 林務部長 ○ 局長 ○ ○

県税室長 ○ 水産部長 ○ 産業振興室長 ○ ○

○

二戸高等技術
専門校長

○ 保健福祉環境部長 ○

座席表

事
務
局

報
道
機
関

入
口

参加予定報道機関
・デーリー東北新聞社久慈支局
・ダナスプランニング
・陸中魁新聞社
・岩手日報久慈支局
・ＮＨＫ盛岡放送局

- 2 -



管内報道機関との定例懇談会（11月）説明項目

項目 担当部 ポイント

１
ＥＣサイト活用セミナー

の実施について
産 業 振 興 室

県北管内事業者のWEBを活用した販路拡大の

促進を目的に、ECサイト活用セミナーを実施し

ますので、お知らせします。

２

令和３年度久慈地域キャ

リア教育推進連携シンポ

ジウムの開催について

産 業 振 興 室

久慈地域のキャリア教育のレベルアップを図

ることを目的として、シンポジウムを開催しま

すので、お知らせします。

３

高校生、保護者及びＵタ

ーン経験者とのトークセ

ッション“あなたの知ら

ないＵターンの世界”の

開催について

産 業 振 興 室

Ｕターンについての理解を深め、Ｕターンに

対する意識付けを行うことを目的として、高校

生（進学予定者）及び保護者を対象にＵターン

経験者とのトークセッションを開催しますの

で、お知らせします。

４
若者の職場定着セミナー

の開催について
産 業 振 興 室

会社ぐるみで若者の職場定着に取り組んでい

ただくため、県北管内の企業の管理職を対象に

セミナーを実施しますのでお知らせします。

５

日本最大の繊維総合見本

市「JFW JAPAN CREATION

2022」への出展について

産 業 振 興 室

（一社）北いわてアパレル産業振興会と連携

し、日本最大の繊維総合見本市「JFW JAPAN 

CREATION 2022」に県北地域の縫製事業者のブー

スを出展しますのでお知らせします。

６

「児童虐待防止推進月

間」及び「女性に対する

暴力をなくす運動」の取

組について

保 健 福 祉

環 境 部

県では、11月を「児童虐待防止推進月間」と

「女性に対する暴力をなくす運動」期間として

おり、県北広域振興局としても、取り組みを行

いますのでお知らせします。

７
「障がい者アート作品展

示」の開催について

保 健 福 祉

環 境 部

障害者週間に合わせ、障害福祉サービス事業

所等の利用者の皆さんが日頃の活動の中で制作

した作品を展示しますので、お知らせします。

８

久慈地域新規就農者と農

業農村指導士等の交流会

の開催について

農 業 改 良

普及センター

新規就農者等の経営発展を図り地域農業の振

興に資することを目的として、事例発表や農業

農村指導士等との意見交換などを行う交流会を

開催しますので、お知らせします。
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９

食の匠による一般消費者

を対象とした郷土料理伝

承会の開催について

農 業 改 良

普及センター

一般消費者が地域の郷土料理に触れながら、

理解を深めていただくことを目的として、「岩手

県食の匠による郷土料理伝承会」を開催します

ので、お知らせします。

10

食の匠による高校生への

郷土料理伝承会の開催に

ついて

農 業 改 良

普及センター

若い世代への郷土料理の伝承を目的に、岩手

県立久慈東高等学校と連携して、「食の匠による

高校生への郷土料理伝承会」を実施することと

しており、この度、“手打ちそば”をテーマとし

た伝承会を開催しますので、お知らせします。

11

久慈地域の農作物の生育

状況について（令和３年

10月25日現在）

農 業 改 良

普及センター

久慈地域の農作物の生育状況について、お知

らせします。

12

いわての森林づくり県民

税を活用した「県民参加

の森林づくり促進事業」

による平庭高原の環境整

備活動について

林 務 部

いわての森林づくり県民税を活用した「県民

参加の森林づくり促進事業」による平庭高原の

環境整備活動が実施されますので、お知らせし

ます。

13

管内小学校での「サケの

日学校給食」実施のお知

らせ

水 産 部

本県の主要魚種であるサケについて学びを深

め、サケの消費拡大を図ることを目的として、

管内の小学校において「サケの日学校給食」が

行われますので、お知らせします。

14

種市南地区漁業協同組合

合併仮契約調印式の開催

について

水 産 部

洋野町の種市南漁業協同組合、戸類家漁業協

同組合及び玉川浜漁業協同組合が合併に向けて

協議を進めており、合併仮契約を締結するため、

合併仮契約調印式を開催することとなりました

ので、お知らせします。

15

令和３年度「建設業ふれ

あい事業」実施のお知ら

せ

土 木 部

建設機械の試乗や測量の体験等を通じ「建設

業にふれあう」機会を設けることにより、建設

業に対する理解と関心を深めてもらうことを目

的として、建設業ふれあい事業を実施しますの

でお知らせします。
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16

「本校で未来の匠を目指

しませんか」未来の匠を

目指す入校生の募集につ

いて（県立二戸高等技術

専門校令和４年度入校生

一般選考募集）

二 戸 高 等

技 術 専 門 校

未来の匠を育てる県立二戸高等技術専門校で

は、自動車システム科（定員20名）及び建築科

（定員15名）の令和４年度入校生の一般選考を

次のとおり行いますのでお知らせします。

17

岩手県立二戸高等技術専

門校学生の岩手県若年者

技能競技会への出場につ

いて

二 戸 高 等

技 術 専 門 校

令和３年度岩手県若年者技能競技会の木造建

築科及び自動車整備科の競技に、二戸高等技術

専門校の学生 20 名が参加しますのでお知らせ

します。

18

未来の匠への道を知る

県立二戸高等技術専門校

「冬の体験入校」参加者

募集について

二 戸 高 等

技 術 専 門 校

自動車整備及び建築大工分野の未来の匠を育

てる県立二戸高等技術専門校では、高校生１、

２年生及び中学生を対象に、「冬の体験入校」の

参加者を募集しますのでお知らせします。

19

久慈地区における雇用の

維持・就職に向けた在職

者・離職者訓練について

（11、12月実施分）

二 戸 高 等

技 術 専 門 校

11、12月に在職者訓練及び離職者訓練を実施

しますので、お知らせします。

【その他配付資料】

○ 月間行事予定表（令和３年11月～12月上旬）

〇 北いわて最前線特別号
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報道機関懇談会資料（2021/11/５） 県北広域振興局

説明項目１
ＥＣサイト活用セミナーの実施について

（経営企画部産業振興室）

県北管内事業者のWEBを活用した販路拡大の促進を目的に、久慈市観光物産協会と

共催で EC サイト活用セミナーを実施しますので、周知及び当日の取材をお願いしま

す。

１ 開催日時

  令和３年11月25日（木）14時～16時

２ 場所

  久慈合同庁舎６階大会議室（久慈市八日町１-１） ※オンライン併用

３ 主催

  一般社団法人久慈市観光物産協会

４ 共催

  県北広域振興局、久慈市（予定）

５ 対象

  県北管内企業、市町村のふるさと納税担当者

６ 定員

  50名程度

７ 内容

① ふるさとチョイスの活用事例紹介

  講師 株式会社フロムゼロ 事業者支援マネージャー 有馬 司

② 商品写真の撮り方講座

講師調整中

担当：経営企画部

特命参事兼産業振興室長 酒井

電話：0194-66-9671 内線315
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ＥＣサイト活用セミナー 開催要領

１ 目 的

  県北管内の事業者が、WEB販売のツール活用事例や商品の売上アップにつながる写

真撮影の技術を学ぶことを通じて、WEBを活用した販路拡大の取組の推進を図る。

２ 日時

令和３年11月25日（木）14時～16時

３ 場所

  久慈合同庁舎６階大会議室（久慈市八日町１-１） ※オンライン併用

４ 主催

  一般社団法人久慈市観光物産協会

５ 共催

  県北広域振興局、久慈市（予定）

６ 対象

  県北管内企業、市町村のふるさと納税担当者

７ 定員

  50名程度

８ 内容

⑴ ふるさとチョイスの活用事例紹介（40分）

  講師 株式会社フロムゼロ 事業者支援マネージャー 有馬 司

⑵ 商品写真の撮り方講座（１時間15分）

講師調整中

- 7 -



報道機関懇談会資料（2021/11/5） 県北広域振興局

説明項目２
令和３年度久慈地域キャリア教育推進連携シンポジウムの開催について

（経営企画部産業振興室）

久慈管内の学校や企業、行政などキャリア教育に携わる関係者が、キャリア教育の先

進事例の共有や意見交換をすることを通じて、久慈地域のキャリア教育のレベルアップ

を図ることを目的として、標記シンポジウムを開催しますので、周知及び当日の取材を

お願いします。

１ 日時

令和３年12月３日（金）13時30分～16時00分

２ 開催方法

会場参集とオンライン（zoom）の併用開催 ※オンライン参加は、先着 20 名まで。

３ 会場

  久慈グランドホテル（マリングランドホール）

４ 主催

  県北広域振興局

  久慈地域キャリア教育推進研究会（事務局：県北広域振興局経営企画部産業振興室）

  久慈市キャリア教育推進協議会  （事務局：久慈市企業立地港湾部企業立地港湾課）

５ 対象

  中学校・高等学校の教職員、管内企業、行政関係者等

６ 内容

時 間 内 容

13:15～13:30 受付

13:30～13:35 開会

13:35～14:30

基調報告

内容 学校と地域が連携したキャリア教育の取組事例について（仮）

講師 宮城県気仙沼高等学校 教諭 鈴木 悠生 氏

14:30～14:40 休憩

14:40～14:55

久慈地域におけるキャリア教育の取組説明

・久慈市キャリア教育推進協議会

・久慈地域キャリア教育推進研究会

14:55～15:55

意見交換

・管内高校の「総合的な探究の時間」の取組状況

・今年度のキャリア教育事業の振り返り

16:00 閉会

担当：経営企画部

特命参事兼産業振興室長 酒井

電話：0194-66-9671 内線315
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令和３年度 キャリア教育推進連携シンポジウム 開催要項

１ 目的

久慈管内の学校や企業、行政などキャリア教育に携わる関係者が、キャリア教育の先進事

例の共有や意見交換を通じて、久慈地域のキャリア教育のレベルアップを図る。

２ 主催

  県北広域振興局

久慈地域キャリア教育推進研究会（事務局：県北広域振興局 経営企画部 産業振興室）    

久慈市キャリア教育推進協議会（事務局：久慈市 企業立地港湾部 企業立地港湾課）

３ 日時

  令和３年12月３日（金） 13:30～16:00

４ 開催方法

   会場参集およびオンライン（zoom）の併用開催 ※オンライン参加は、先着20名まで。

５ 会場

  久慈グランドホテル（マリングランドホール）

６ 対象者

中学校・高等学校の教職員、管内企業、行政関係者等

７ 講師

  宮城県気仙沼高等学校 教諭 鈴木 悠生 氏

８ 日程及び内容

時 間 内 容

13:15～13:30 受付

13:30～13:35 開会、主催者挨拶

13:35～14:30

基調報告

内容 学校と地域が連携したキャリア教育の取組事例について（仮）

講師 宮城県気仙沼高等学校 教諭 鈴木 悠生 氏

14:30～14:40 休憩

14:40～14:55

久慈地域におけるキャリア教育の取組説明

・ 久慈市キャリア教育推進協議会 （久慈市企業立地港湾部企業立地港湾課）

・ 久慈地域キャリア教育推進研究会（県北広域振興局経営企画部産業振興室）

14:55～15:55
意見交換

・ 管内高校の「総合的な探究の時間」の取組状況

・ 今年度のキャリア教育事業の振り返り

16:00 閉会

９ 新型コロナウイルス感染症対策

・ 受付時の検温、手指消毒の実施、マスク着用による参加とする。

・ 当日、37.5℃以上の発熱がある方、体調がすぐれない方へ参加の見合わせを依頼する。

・ アクリル板の設置

・ マイクの消毒、換気
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報道機関懇談会資料（2021/11/５） 県北広域振興局

説明項目３

高校生、保護者及びＵターン経験者とのトークセッション

“あなたの知らないＵターンの世界”の開催について

（経営企画部産業振興室）

若者の地元就業を促進するため、Ｕターンについての理解を深め、Ｕターンに対す

る意識付けを行うことを目的として、高校生（進学予定者）及び保護者を対象にＵタ

ーン経験者とのトークセッションを開催しますので、取材いただきますようお願いし

ます。

１ 開催日時

  令和３年11月17日（水）18時30分～19時30分

２ 場所

  StAND HIBIKI（スタンドヒビキ）（久慈市中央三丁目58、YOMUNOSU１階）

３ 主催

  県北広域振興局

４ 対象

  久慈管内の高校生（進学予定者）及び保護者

５ 定員

  １回当たり20名程度

６ 講師

NANAMARUNI COFFEE   代表    嵯峨 恒宏 氏

シューズセンターたかぎ 店長    髙木 康弘 氏

HIBIKI SHOKUDO         代表    青松 慶一 氏

７ 内容

Ｕターン経験者の体験談を聴き、意見交換することを通じて、“Ｕターン” や、
“地元で働く”ことを本人や保護者に考えていただく機会とする。また、“起業”

や“事業を継ぐ”ということについても触れていただく。

※ 詳細については、別添実施要領を参照願います。

担当：経営企画部

特命参事兼産業振興室長 酒井

電話：0194-66-9671 内線315
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高校生、保護者及びＵターン経験者とのトークセッション実施要領 

 

１ 目的 

   若者の地元就業を促進するため、高校生（進学予定者）及び保護者を対象にＵターン

経験者とのトークセッションの機会を設け、Ｕターンについての理解を深め、Ｕターン

に対する意識付けを行うことを目的とする。 

 

２ 主催 

岩手県県北広域振興局 

 

３ 対象 

   久慈管内の高校生（進学予定者）及び保護者 

 

４ 定員 

１回当たり 20 名程度 

 

５ 開催日時 

（１回目）令和３年 10 月 19 日（火）18 時 30 分～19 時 30 分 

  （２回目）令和３年 11 月 17 日（水）同上 

   

 

６ 場所 

  StAND HIBIKI（スタンドヒビキ）（久慈市中央三丁目 58、YOMUNOSU１階） 

 

７ 内容 

  あなたの知らないＵターンの世界 

  講師 

（１回目） 

（株）クジラテラス         代表取締役 上神田 正利（かみかんだ まさとし）氏 

ナインオクロック(株)   代表       香取 正博（かとり まさひろ）氏 

（２回目） 

NANAMARUNI COFFEE       代表       嵯峨 恒宏（さが つねひろ）氏 

 シューズセンターたかぎ   店長       髙木 康弘（たかぎ やすひろ）氏 

 HIBIKI SHOKUDO          代表       青松 慶一（あおまつ けいいち）氏 

 

   県北地域は、進学・就職等により８割超の若者が管外へ流出している。 

進路の選択には、保護者の意向が大きく影響することなどから、Ｕターン経験者の体

験談を聴く機会を通じて、“Ｕターン”、“地元で働く”ことについて本人や保護者に考

えていただく機会とする。 

また、“起業”や“事業を継ぐ”ということについても触れていただく。 

 

８ その他 

 ・事前申込とし、定員を超える場合は人数を調整する。 

 ・検温、消毒など、新型コロナウイルス感染防止対策を講じた上で実施する。 
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報道機関懇談会資料（2021/11/５） 県北広域振興局

説明項目４
若者の職場定着セミナーの開催について

（経営企画部産業振興室）

会社ぐるみで若者の職場定着に取り組んでいただくため、県北管内の企業の管理職

を対象に、標記セミナーを実施します。セミナーでは、管内企業が取り組む職場定着

の優良事例を紹介し、自社での取組の参考としていただきます。つきましては、標記

セミナーの周知及び、当日の取材をお願いします。

１ 開催日時

  令和３年11月26日（金）13時25分～16時

２ 開催方法

  新型コロナウイルス感染症対策のためオンライン（zoom）で実施。

  ※オンラインで視聴できない参加者のため会場（久慈グランドホテル（久慈市川崎町10-15））

も確保しているもの。

３ 主催

  県北広域振興局

４ 対象

  県北管内企業の管理職（定員20名程度）

５ 内容

（1） 事例発表

社員の福利厚生、能力開発に積極的に取り組み、若者の職場定着において成果をあ

げている管内企業の事例紹介。

  ※事例発表①：株式会社細谷地 代表取締役社長 細谷地 茂陽 氏

   事例発表②：社会福祉法人みちのく大寿会 特別養護老人ホーム久慈平荘 理事長 野田 信雄 氏

（2） ファシリテータコメント・質疑応答・グループワーク

ファシリテータを配置し、事例紹介についてコメントや助言をいただくとともにグ

ループワーク等を行う。

   ※ファシリテータ：Coaching  Office 代表 平野 順子 氏

※ 詳細については、別添実施要領を参照願います。

※ 当日取材いただける場合は、会場での参加者の有無によって事務局の場所が異なり

ますので、事前に連絡をお願いいたします。

担当：経営企画部

特命参事兼産業振興室長 酒井

電話：0194-66-9671 内線315
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若者の職場定着セミナー実施要領

１ 目的

  県北管内の企業の管理職を対象に、管内企業が行っている職場定着の優良取組事例を共有し、会社ぐる

みの職場定着の取組を促進する。

２ 参加対象者

県北管内企業の管理職（定員20名程度）

３ 開催日時

令和３年11月26日（金）13：25～16：00

４ 開催方法

新型コロナウイルス感染症対策のためオンライン（zoom）で実施。

※オンラインで視聴できない参加者は、会場（久慈グランドホテル（久慈市川崎町10-15））での参加可。

５ 主催

岩手県県北広域振興局

６ 内容

(1) 事例発表

社員の福利厚生、能力開発に積極的に取り組み、若者の職場定着において成果をあげている管内企業の事例紹介。

  事例発表①：株式会社細谷地 代表取締役社長 細谷地 茂陽 氏

   事例発表②：社会福祉法人みちのく大寿会 特別養護老人ホーム久慈平荘 理事長 野田 信雄 氏

(2) ファシリテータコメント・質疑応答・グループワーク

   ファシリテータを配置し、事例紹介についてコメントや助言をいただくとともにグループワーク等を行う。

ファシリテータ：Coaching  Office 代表 平野 順子 氏

(3) タイムスケジュール

時 間 内 容

13：25 開始

13：30～14：30 事例発表①、ファシリテータコメント、グルー

プワーク等

14：30～14：45 休憩

14：45～15：45 事例発表②、ファシリテータコメント、グルー

プワーク等

15：45 閉会

16：00 解散

７ その他

・事前申込とし、定員を超える場合は人数を調整する。

・検温・消毒など、新型コロナウイルス感染防止対策を講じた上で実施する。
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報道機関懇談会資料（2021/11/5） 県北広域振興局

説明項目５
日本最大の繊維総合見本市「JFW JAPAN CREATION 2022」への出展

について                 （経営企画部産業振興室）

県北広域振興局では、県北地域（久慈地域、二戸地域）に集積している縫製事業者

の高い技術力をＰＲするため、（一社）北いわてアパレル産業振興会と連携し、日本

最大の繊維総合見本市「ＪＦＷ ＪＡＰＡＮ ＣＲＥＡＴＩＯＮ 2022」に県北地域の

縫製事業者のブースを出展します。

新型コロナウイルス感染症の影響により、売上が低減し、厳しい経営状況が続く県

北地域のアパレル産業を支援する取組ですので、取材いただきますようお願いいたし

ます。

１ 繊維総合見本市

⑴ 概  要  「JFW JAPAN CREATION」は、日本のトップブランドアパレル、  

     デザイナーのほか、拡大する通販市場や日本の繊維流通の重要な

担い手である、商社・問屋のキーパーソンが訪れる日本最大の繊

維見本市である。

前回の来場者は12,626人。

⑵ 名  称  ＪＦＷ ＪＡＰＡＮ ＣＲＥＡＴＩＯＮ ２０２２

⑶ 日  時  令和３年12月7日（火）10:00～18:30

令和３年12月8日（水）10:00～18:00

⑷ 会  場  東京国際フォーラム ホールE－1（B2F）

（東京都千代田区丸の内３-５-１）

⑸ 主  催  一般社団法人日本ファッション・ウィーク推進機構

（ＪＦＷ＝Ｊapan Ｆashion Ｗeek）

⑹ 公式サイト  https://www.japancreation.com/index2.html

２ ブース概要

⑴ 名  称  （一社）北いわてアパレル産業振興会（ブース番号Ｊ-13）

⑵ 出展企業  （一社）北いわてアパレル産業振興会会員企業17社

⑶ そ の 他   県北広域振興局で昨年度作成し、アパレル産業振興会ホームペ

ージでも公開されている「北いわてアパレル産業PR動画」も活用

して情報発信を行います。

３ 留意事項

  今回は、新型コロナウイルス感染症予防対策として、受付での対面による接触を

軽減するため公式サイトから事前登録をすることで無料で入場することができま

す。また、最大同時入館者を1,250人以内とし、最大人数を超えた場合は入場制限

を設ける場合があります。

【担 当】経営企画部産業振興室長 酒井

電話：0194-53-4981(内線：315)

【問合先】（公財）いわて産業振興センター 産業支援部

     主事 柴田 亮

     電話：019-631-3824
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報道機関懇談会資料（2021/11/５） 県北広域振興局

説明項目６

「児童虐待防止推進月間」及び「女性に対する暴力をなくす運動」

の取組について

（保健福祉環境部）

県では、11月を「児童虐待防止推進月間」と定め、家庭や学校、地域等の社会全

般にわたり、児童虐待問題に対する深い関心と理解を得ることができるよう、毎年、

集中的に広報・啓発活動を実施しています。

また、同じく 11 月を「女性に対する暴力をなくす運動」期間とし、配偶者や交

際相手等からの暴力防止に関する普及・啓発活動等を重点的に実施しています。

県北広域振興局としても、この機会を捉え、次のとおり取り組みますのでお知ら

せします。

１ 取組期間

令和３年11月１日（月）～11月30日（火）

２ 取組内容

(1) オレンジリボン・パープルリボンツリーの設置

   久慈地区合同庁舎１階 県民ホールにツリーを設置

(2) 広報・啓発

  ア 久慈地区合同庁舎及び市町村役場庁舎にポスター掲示、リーフレット配架

  イ 県北広域振興局保健福祉環境部職員のオレンジリボン、パープルリボン着用

【参考】
〇 本県の児童虐待の状況（児童虐待相談対応件数（県・市町村計））

H27 H28 H29 H30 R1 R2

1,058 1,477 1,505 1,983 2,223 2,195

〇 本県の配偶者暴力相談支援センターにおける相談件数

H27 H28 H29 H30 R1 R2

2,378 1,865 1,780 1,762 2,175 1,870

※ 「オレンジリボン」は児童虐待防止、「パープルリボン」は女性への暴力根絶の

シンボルマークです。

担当：福祉課長 玉懸

電話：0194-53-4982 内線212
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報道機関懇談会資料（2021/11/５） 県北広域振興局

説明項目７
「障がい者アート作品展示」の開催について

（保健福祉環境部）

県北広域振興局では、久慈地域障害者自立支援協議会と協力して、アート作品の制

作による障がい者の生きがいの創造や生活の質の向上、地域での障がい者への理解を

目的として、障がい者アートの推進に取り組んでいます。

今般、障害者週間（12月３日から９日まで）に合わせ、障害福祉サービス事業所等

の利用者の皆さんが日頃の活動の中で制作した作品を下記のとおり展示しますので、

御案内します。

１ 期間

令和３年12月３日（金） ～ 12月９日（木）

  ※ 初日（３日）は13時から、最終日（９日）は12時までの展示となります。

２ 会場

久慈市文化会館（アンバーホール） エントランスホール

３ 参加事業所・団体

  久慈管内の障害福祉サービス事業所等

４ 実施主体

  久慈地域障害者自立支援協議会、県北広域振興局

  

５ その他

・ マスク着用、検温、手指の消毒、来場者同士で一定の距離を保つなど新型コロ

ナウイルス感染症対策を講じた上でご来場・ご鑑賞いただくようお願いします。

・ 次頁に昨年度の展示の様子を添付していますので、参考としてください。

・ 「いわてアール・ブリュット巡回展2021（久慈会場）」が令和３年11月13日

（土）～28日（日）久慈市文化会館（アンバーホール）展示室で開催されます。

担当：福祉課長 玉懸
電話：0194-53-4982 内線212

久慈地域障害者自立支援協議会とは、久慈地域の市町村が障害福祉に関する協
議の場として設置している協議会で、市町村、障害福祉サービス事業者、保健、
医療、福祉、教育、就労関係機関、障害者関係団体などで構成されています。

（事務局：久慈市社会福祉課）
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〔参考〕 令和 2年度作品展示の様子

○ アンバーホール外観               ○ 正面入り口（検温機、消毒液）

○ 全体風景①                   ○ 全体風景②

○ しらかば会                  ○ ワークス洋野
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○ いっぽ                     ○ ひばり療護園

○ みずき園                    ○ 琥珀の泉

○ ぎゅっと。                   ○ 風花

【8事業所等 計102作品】
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○ 来場者の皆様①                 ○ 来場者の皆様②

○ 来場者の皆様③                 ○ 案内表示
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報道機関懇談会資料（2021/11/５） 県北広域振興局

説明項目８
久慈地域新規就農者と農業農村指導士等の交流会の開催について

（久慈農業改良普及センター）

久慈地域農業農村指導士等連絡会が中心となり、新規就農者等の経営発展を図り地域農

業の振興に資することを目的として、事例発表や農業農村指導士等との意見交換などを行

う交流会を開催しますので、取材いただきますようお願いします。

１ 日 時  令和３年11月17日（水） 13:30～16:30

２ 場 所  ロイヤルパークカワサキ（久慈市長内町）

３ 主 催  久慈地域農業農村指導士等連絡会、久慈地方農業農村活性化推進協議会

４ 対象者  久慈地域の新規就農者、久慈地方農村青年クラブ連絡協議会員

５ 内 容

（１）事例発表

    事例発表者 農業農村指導士 平谷 東英 氏（野田村）

               農業農村指導士 関口 泰史 氏（二戸市）

               青年農業者   明戸 剛  氏（洋野町）

（２）意見交換 新規就農者と農業農村指導士等とのグループワーク

（将来の経営発展に向けた取組について）

【令和元年度の交流会の様子（43名が参加）】

  今年度は令和元年度に続き２回目の開催となります。（昨年度はコロナ感染症により中止）

〔参考〕

〇久慈地域農業農村指導士等連絡会

  農業農村指導士 13 名、青年農業士４名で構成。農業農村指導士と青年農業士は、地域農業の

発展と農村地域活性化に意欲的に取り組んでいる優れた農業者を県知事が認定するもの。

〇久慈地域の新規就農者の動向（人）

年度 H28 H29 H30 R1 R2 合計

新規就農者数 26 15 32 31 26 130

うち自営就農 10 9 4 10 6 39

担当：地域指導課長 池野圭祐

電話：0194-66-9684 内線 256
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報道機関懇談会資料（2021/11/５） 県北広域振興局

説明項目９
食の匠による一般消費者を対象とした郷土料理伝承会の開催について

（久慈農業改良普及センター）

久慈地方農業農村活性化推進協議会では、一般消費者が地域の郷土料理に触れながら

理解を深めていただくことを目的として、「食の匠※による郷土料理伝承会」を以下のと

おり開催しますので、取材いただきますようお願いします。

１ 日 時  令和３年11月29日（月） 10:00～12:00

２ 場 所  大野農村環境改善センター（洋野町大野第60地割40-2）

３ 対象者  10名(洋野町、久慈市、野田村、普代村にお住まいの方)

４ 内 容  久慈地域の郷土料理「けぇの汁」「手作りアイスクリーム」の調理

５ 講 師  岩手県「食の匠」 東大野清子氏（久慈市：平成20年度認定）

岩手県「食の匠」 よつば乳製品加工グループ 代表 下舘つな子

（久慈市：平成８年度認定）

６ その他  新型コロナウイルス感染防止策を講じて開催しますが、発生状況により中

止する場合もありますので、ご了承ください。

※「食の匠」

久慈地域には岩手県知事が認定する食の匠が 26 人・組（個人 21 人・団体５組、令和３年 10月

末現在）おり、「やませの郷（さと）食の技研究会」を組織し、長年受け継がれてきた地域の食文

化や郷土料理に関する知識・技術を磨き、その情報発信と次代への伝承に向けて活動しています。

担当：地域指導課長 池野圭祐

電話：0194-66-9684 内線 256

酪農家のお母さんたちがつくるアイスクリームです。

クリームフリーザーがあれば簡単になめらかなアイスクリームができますが、

フリーザーがなくても、少しの手間をかければおいしくできます。

けぇの汁は、大野地区では 11月 24日の大師講（大師様のお年とり）に小豆かゆ

（大師粥）とともに食べられてきました。大野の方言で粥を「けぇあ」といい、

粥の汁のことを言います。

７種類の食材を細かくきざみ、ささげ豆とともに手づくりのみそでじっくりと

煮込んだ汁物で、特に寒い季節に好まれる一品です。
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報道機関懇談会資料（2021/11/５） 県北広域振興局

説明項目10
食の匠による高校生への郷土料理伝承会の開催について

（久慈農業改良普及センター）

久慈地方農業農村活性化推進協議会では、若い世代への郷土料理の伝承を目的に、岩手

県立久慈東高等学校と連携して、食物系列第３学年の調理師免許取得を目指す生徒を対象

とした「食の匠※による高校生への郷土料理伝承会」を以下のとおり開催しますので、取材

いただきますようお願いします。

１ 日 時  令和３年11月12日（金） 11:00～13:00

２ 場 所  久慈東高等学校家庭科実習室

３ 対象者  久慈東高等学校食物系列第３学年 生徒17名（調理師免許取得を目指す生徒）

４ 内 容  久慈市山形町の郷土料理「手打ちそば」の調理

５ 講 師  岩手県「食の匠」 成谷自然食の会 代表 岩脇ヨシエ氏

（久慈市山形町：平成８年度認定）

※「食の匠」

久慈地域には岩手県知事が認定する食の匠が 26人・組（個人 21 人・団体５組、令和３年 10 月

末現在）おり、「やませの郷（さと）食の技研究会」を組織し、長年受け継がれてきた地域の食文

化や郷土料理に関する知識・技術を磨き、その情報発信と次代への伝承を目的に活動しています。

担当：地域指導課長 池野圭祐

電話：0194-66-9684 内線 256

「手打ちそば」は、そば粉を利用した最も代表的な料理

で、行事食、晴れ食、庭じまいのときに作られました。昔

は、冠婚葬祭のときに、集落中の人たちが朝早くからそば

作り等を手伝っていて、集落の人のほとんどの人がその技

術を習得していました。

成谷自然食の会の手打ちそばは「つなぎ」に地元の手作

り豆腐と卵を使用し、昔ながらの技法で「しなみ（のびる

こと）」を出しているのが特徴です。
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報道機関懇談会資料（2021/11/５） 県北広域振興局

説明項目11久慈地域の農作物の生育状況について（令和３年10月25日現在）

（久慈農業改良普及センター）

寒じめほうれんそうは 10 月中旬で播種が終了、生育は順調に推移しており、11 月下旬から

出荷見込みです。

主食用米は平年より８日早く刈取りが終了、作況指数（９月25日現在）は101となっていま

す。

主要作物の生産がおおむね終了したことから、本年度の生育状況の提供は、今回を以て終了

となります。

〔作物別の生育概況一覧ほか〕

作 物 名 生 育 概 況 備 考

水 稲

●主食用米

・ 刈取終期は10月９日、平年より８日早い

・ 管内の一等米比率は前年並みの90％（前年92％）

・作付面積（R2）

733ha（うち主食用

556ha、飼料用177ha）

・作況指数（9/25現在）

岩手県北部 101

（475kg/10a、1.9mm篩）

野 菜

●ほうれんそう

・ ヨトウムシ類による軽微な虫害がみられますが、生育

状況は順調

・ 寒じめほうれんそうは、10月中旬で播種終了し、生育

は順調、11月下旬から２月下旬までの出荷見込み

・のべ作付面積（R2）

145ha

・出荷量（～９月末）

約450トン

（前年比102％）

・販売額（～９月末）

約2.5億円

(前年比 93％)

花 き

●りんどう

・ 極晩生種（アルビレオ）の生育ステージは平年よりも

早まり、10月中に出荷終了

・作付面積（R2）

162ａ（うち早生68.5a、
晩生52a）

果 樹

●りんご

・ 果実肥大は順調

・ ジョナゴールドやシナノゴールドなどの中生種の出荷

の盛期、収量は平年並み

・ 晩生種のふじの出荷は、11月中旬からの開始見込み

●やまぶどう

収穫は、平年より 10 日程度早く 10 月 20 日頃までに

終了、収量は平年よりやや少

・りんごの作付面積

（H30）660ａ（うち早生

95a、中生203a、晩生292a）

・りんごの横径(mm)

ふじ（晩生）

85.7（平年比99％）

飼料作物

●牧草

・ 収穫作業は10月下旬で終了、収量は平年並み

●デントコーン

・ 収穫作業は10月下旬で終了、収量は平年よりやや多

（次ページあります。）
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令和３年気象経過図（アメダス観測地点：久慈；10月第５半旬まで）

【これまでの気象概況：４～10月】

気温は、おおむね平年より高い日が続き、特に５月第２半旬から第４半旬、６月第１半旬から

第３半旬、７月第４半旬から８月第２半旬は平年を大きく上回りました。しかし一転して、８月

第３半旬から第４半旬はかなり低温で推移し、平年を大きく下回りました。８月第５半旬以降は、

おおむね平年を上回りました。

降水量は、４月第６半旬、５月第５半旬、７月第５半旬、８月第２半旬から第３半旬は平年を

上回りました。９月は平年を下回りましたが、10月は平年を上回りました。

日照時間は、５月第４半旬から第６半旬、６月第４半旬から第５半旬、７月第１半旬から第３

半旬は平年を下回りましたが、おおむね平年並みから上回りました。特に梅雨明け（７月16日

頃）後の７月第４半旬は、平年を大きく上回りましたが、８月は平年を下回りました。９月は平

年を上回りました。

担当：産地育成課長 中西 商量

電話：0194-53-4989 内線255

197mm
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報道機関懇談会資料（2021/11/５） 県北広域振興局

説明項目12

いわての森林づくり県民税を活用した「県民参加の森林づくり促進事

業」による平庭高原の環境整備活動について

（林務部）

いわての森林づくり県民税を活用した「県民参加の森林づくり促進事業」による平

庭高原の環境整備活動（実施主体：くじ☆ラボ）が令和３年11月13日（土）に実施

されますので、取材いただきますようお願いします。

記

〇 平庭高原環境整備活動

１ 実施主体

くじ☆ラボ

２ 開催日程

  令和３年11月13日（土）9時00分～11時30分

３ 集合場所

  平庭峠駐車場（久慈市山形町来内20-13-151 レストラン白い森付近）

４ 実施内容

  平庭高原の草刈り作業、ゴミ拾い

５ お問合せ先

  くじ☆ラボ事務局（久慈市山形総合支所産業建設課内）

  電話番号：0194-72-2129

６ 昨年度の実施状況

  

平庭高原の草刈り作業の様子

担当：林業振興課長兼上席林業普及指導員 多田野 修

電話：0194-53-4984 内線226
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スケジュール 

9：00 集合 （マスク着用） 

9：10～9：20 （草刈り作業注意説明）            

9：30～11：30 作業（草刈り&ゴミ拾い）解散 

※ ソーシャルディスタンス（２ｍ以上感覚を保つ）を守
り、作業しやすい格好で参加ください。作業時は、熱中
症の危険もあるので、マスクは、外します。 

お問合せ 久慈市役所山形総合支所産業建設課内 

 『くじ☆ラボ』事務局 0194-72-2129 

協力：久慈地方森林組合 

県民参加の森林づくり促進事業 
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くじ☆ラボ企画 

「平庭高原環境整備」（締切：11 月５日 昼 12 時までに） 

参 加 申 込 書 

（１）平庭高原環境整備（草刈り&ゴミ拾い）参加の申込みについて 

番号 

ふりがな 

性別 生年月日 住  所 連絡先 
草刈機 

有無 

草刈 
OR 
ゴミ
拾い 

氏  名 

１ 

 

      
 

２ 
 

      
 

３ 
 

      
 

※ イベント保険に加入する関係上、名前や生年月日・住所等の記載をお願いします。 

※ 草刈機の台数に限りがあるため、可能な限り持参をお願いします。 

 

作業しやすい格好で参加ください。荒天の場合、中止となります。（天気予報で判断） 

 

連絡担当者 

   住所                氏名            

    

電話(連絡先)                           

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

「くじ☆ラボ」とは？ 

市民の皆さんと市職員が手を取り合い久慈市の地域資源を掘り起こし、

魅力を高め、活力あふれる豊かな「まちづくり」を目指すボランティア団

体のことを言います。ご協力よろしくお願いします。 

この事業は「いわての森林づくり県民税」活用して実施するものです。 

ＦＡＸ：0194-72-2848 
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報道機関懇談会資料（2021/11/５） 県北広域振興局

説明項目13
管内小学校での「サケの日学校給食」実施のお知らせ

（水産部）

全国的に11月11日は「サケの日」とされています。本県の主要魚種であるサケに

ついて学びを深め、サケの消費拡大を図ることを目的として、管内の小学校において

「サケの日学校給食」が行われますので、お知らせします。

なお、各市町村主催の行事であるため、取材の可否は各校に直接お問い合わせお願

いします。

日時 場所
内容（※）

サケ給食 勉強会 来賓会食

令和３年11月11日 町内各小学校

（洋野町）

0194-65-5916

(洋野町水産商工課)

○ ○

資料配布

無

令和３年11月11日

11時30分～

野田小学校

（野田村）

0194-78-2166

○ ○ 無

令和３年11月11日

11時15分～

普代小学校

（普代村）

0194-35-2550

○ ○ 無

令和３年11月15日

11時35分～

大川目小学校

（久慈市）

0194-55-3254

○ ○ 有

※ 給食メニューの紹介、サケについての勉強会等

  新型コロナ感染の発生状況によっては中止となる場合があります。

【昨年度実施の様子】

担当：水産振興課長 太田

電話：0194-53-4985 内線365
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報道機関懇談会資料（2021/11/５） 県北広域振興局

説明項目14
種市南地区漁業協同組合合併仮契約調印式の開催について

（水産部）

洋野町の種市南漁業協同組合、戸類家漁業協同組合及び玉川浜漁業協同組合（以下、

「３漁協」という。）が令和４年４月１日の合併に向けて協議を進めており、この度

合併仮契約を締結するため、令和３年11月12日(金)に合併仮契約調印式を開催する

こととなりましたので、お知らせします。

１ 日時

令和３年11月12日（金） 午後２時から午後３時まで

２ 場所

洋野町民文化会館セシリアホール

３ 主催

種市南地区漁業協同組合合併推進協議会

（事務局：洋野町、岩手県漁業協同組合連合会）

４ 出席者

３漁協代表理事組合長

来賓として、洋野町長、県北広域振興局長、岩手県漁連会長

３漁協役職員、洋野町職員、県漁連職員、県職員

合計 60人程度

５ 内容

３漁協の代表理事組合長及び来賓(立会人)が合併仮契約書に調印

６ 合併の目的

洋野町の中核的組織である種市南漁協を中心としてその機能と役割の維持・強化

を図り、魅力ある中核漁協を確立することを目的としています。

７ 合併の概要

種市南漁協が戸類家漁協及び玉川浜漁協を吸収合併

８ その他

県内での漁協合併は、平成21年10月の三陸やまだ漁業協同組合以来

担当：水産振興課長 太田

電話：0194-53-4985 内線365
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報道機関懇談会資料（2021/11/５） 県北広域振興局

説明項目15令和３年度「建設業ふれあい事業」実施のお知らせ

（土木部）

建設機械の試乗や測量の体験等を通じ「建設業にふれあう」機会を設けることによ

り、建設業に対する理解と関心を深めてもらうことを目的として、建設業ふれあい事

業を実施しますので取材くださいますようお願いします。

１ 日時・場所

   日時：令和３年11月15日（月）12：45～

   場所：野田村立野田小学校（九戸郡野田村大字野田12-61-18）

２ 出席者

   野田村立野田小学校 4・5年生（56名）、教職員

３ 実施内容

（1）バックホウによる習字のデモンストレーション
（2）建設機械操作体験

（3）高所作業車(スカイマスター)乗車体験

（4）測量体験

《参考》写真は令和元年度の様子

            

担当：管理課長  佐藤 孝志

   土木技術企画 下曽根和幸

電話：0194-66-9687 内線269
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報道機関への情報提供（2021/11/5） 県北広域振興局

説明項目16

「本校で未来の匠を目指しませんか」未来の匠を目指す入校生の募集

について（県立二戸高等技術専門校令和４年度入校生一般選考募集）

（二戸高等技術専門校）

未来の匠を育てる県立二戸高等技術専門校では、自動車システム科（定員 20 名）

及び建築科（定員15名）の令和４年度入校生の一般選考を次のとおり行います。

自動車整備、建築大工のプロになる力を２年で身に付けることができる県立二戸高

等技術専門校の学生は、若年者ものづくり競技大会7年連続入賞、技能五輪全国大会

に出場、令和３年度の就職率も100％と抜群の実績を誇っています。本校で未来の匠

を目指したい方を募集します。

県立二戸高等技術専門校一般選考の出願期間は、11月８日（月）から11月19日（金）

までです。

１ 募集人数

  定員（自動車システム科20名、建築科15名）の３分の１程度を一般選考で募集

します。

２ 応募資格

  高等学校を卒業した者（令和４年３月卒業見込の者を含む。）又はこれと同等以

上の学力を有すると認められる者。

３ 選考日程

・出願期間  令和３年11月８日（月）から令和３年11月19日（金）まで（当

日消印有効）

・試験日  令和３年12月３日（金）

・合格発表  令和３年12月10日（金）

４ 選考試験

・県立二戸高等技術専門校にて、筆記試験（国語、数学）及び面接を行います。

※筆記試験は、それぞれ国語総合（古文、漢文を除く）、数学 1 までの範囲から出

題します。

５ 出願書類

  入校願書Ａ・受験票、 身上調書、 調査書、 健康診断書、 受験票送付用封

筒、 入校願書Ｂ（施設を問わず第２及び第３志望の科がある場合のみ記入するこ

と。）

【注】出願書類の詳細については、令和４年度入校生募集要項を御覧ください。

【注】出願書類の用紙は、県立二戸高等技術専門校へ請求してください。

６ 入校検定料

  2,200円（入校願書Ａ・受験票に岩手県収入証紙を添付してください。）

なお、下記のいずれかに該当する者については、岩手県収入証紙を貼付せず、入

校検定料免除申請書（別途様式あり）を添付することで、入校検定料が免除となる

場合があります。

⑴ 平成 23 年東北地方太平洋沖地震及び津波、平成 28 年台風第 10 号又は令和元

年台風第19号により甚大な被害を受けた者

⑵ 新型コロナウイルス感染症及びそのまん延防止のための措置の影響に起因す

る経済的事情により修業が困難で特に必要があると認められる者
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７ 出願方法

・推薦選考に合格しなかった者は、あらためて一般選考に出願することができます。

・出願書類は、すべて県立二戸高等技術専門校に提出してください。

・郵送の場合は、封筒に「入校願書在中」と朱書きして書留又は簡易書留で送付し

てください。

・持参する場合の受付時間は、平日の午前9時から午後5時までです。

● 在校中の経費

・入校料   5,650円（令和３年度入校生）

・授業料  118,800円（年額・令和３年度入校生）

・諸経費  入校のためには、上記の他に教科書、作業服、資格試験、各種工具

類、任意加入保険（訓練災害保険）等の費用が必要となります（自動

車システム科311,000円、建築科327,000円（２年分（概算））。

● 学生寮

・定員  40名

・寄宿舎料等   寮費12,000円（年額・令和３年度）

          光熱水費120,000円（年額・令和３年度）

          食費196,000円（年額・令和３年度）

● 公的融資制度

  経済的な理由により就学が困難な方には、次の公的融資制度があります。

・技能者育成資金［窓口：二戸高等技術専門校］

・生活福祉資金（福祉資金福祉費）［窓口：最寄りの市町村社会福祉協議会］

・母子父子寡婦福祉資金（修業資金、技能習得資金）［窓口：最寄りの広域振興局］

・教育一般貸付（国の教育ローン）[窓口：日本政策金融公庫のホームページ又は

各支店]

● その他

・鉄道やバスによる通学者の定期旅客運賃学生割引が適用されます。

・訓練中や通学途上の事故等には、「災害見舞金制度」適用が受けられる場合があ

ります。

・国民年金保険料の納付が猶予される「学生特例制度」対象となります。（市町村

へ届出が必要となります。）

・経済的理由によって授業料の納付が困難な方は、全部又は一部を免除する制度

の対象となる場合があります。

・公共職業安定所長の受講指示により入校する方は、訓練期間中に雇用保険又は

訓練受講手当等が支給されます。受講指示については、応募の前に最寄の公共

職業安定所に求職申込みのうえご相談ください。

担当

二戸高等技術専門校

校長 今野 智
あきら

、 校長補佐 阿部恵一

電話: 0195-23-2227 Fax: 0195-23-9081
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令和４年度入校生募集要項 
 

岩手県立職業能力開発校 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手県立千厩高等技術専門校 
普通課程  自動車システム科 

  

岩手県立宮古高等技術専門校 
普通課程  自動車システム科・金型技術科 

  

岩手県立二戸高等技術専門校 
普通課程  自動車システム科・建築科 
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募集内容 

【入校時期】 

令和４年４月 

 

【募集学科及び入校定員】 

普通課程（高等学校卒業者等のコース） 

校 名 訓練科名 定 員 訓練期間 

千厩高等技術専門校 自動車システム科 ２０名 ２年 

宮古高等技術専門校 
自動車システム科 １５名 ２年 

金型技術科 １０名 １年 

二戸高等技術専門校 
自動車システム科 ２０名 ２年 

建築科 １５名 ２年 

 

【出願期間及び試験日等日程】 

推薦選考 

願書受付 試験日 合格発表 

令和３年 ９月２７日（月）から 
令和３年１０月 ８日（金）まで 

（当日消印有効） 
令和３年１０月２２日（金） 令和３年１０月２９日（金） 

 

一般選考 

願書受付 試験日 合格発表 

令和３年１１月 ８日（月）から 
令和３年１１月１９日（金）まで 

（当日消印有効） 
令和３年１２月 ３日（金） 令和３年１２月１０日（金） 

 

【出願について】 

(１) 推薦選考に合格しなかった者は、あらためて一般選考に出願することができます。推薦選考の第

１から第３志望のいずれかに合格した者は、一般選考に出願することはできません。 

(２) 推薦選考及び一般選考については、第２及び第３志望まで認めています。第２及び第３志望科は

施設を問わず志望できます。 

(３) 下記のいずれかに該当する者については、岩手県収入証紙を貼付せず、入校検定料免除申請書(別

紙様式)を添付することで、入校検定料が免除となる場合があります。 

①平成23年東北地方太平洋沖地震及び津波、平成28年台風第10号又は令和元年台風第19号により甚

大な被害を受けた者 

②新型コロナウイルス感染症及びそのまん延防止のための措置の影響に起因する経済的事情により

修業が困難で特に必要があると認められる者 
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推薦選考 
１ 募集及び募集人員（推薦選考） 

校 名 訓練科名 訓練期間 定 員 募集定員 

千厩高等技術専門校 自動車システム科 ２年 ２０名 

定員の３分の２程度を
推薦選考で募集 

宮古高等技術専門校 
自動車システム科 ２年 １５名 

金型技術科 １年 １０名 

二戸高等技術専門校 
自動車システム科 ２年 ２０名 

建築科 ２年 １５名 

 

２ 応募資格 

令和４年３月に高等学校を卒業する見込の者で、志望する科に対する理解と強い目的意識を有し、学業・人

物ともに優秀であるとして、学校長が推薦した者 

 

３ 出願手続 

(１) 出願書類 

提出書類等 摘 要 

入校願書Ａ・受験票 

(１) 出願前３か月以内に撮影した写真を貼付してください。 
（正面上半身、脱帽、縦４㎝×横３㎝） 

(２) 入校検定料として岩手県収入証紙（2,200円分）を貼付してください。 
※下記のいずれかに該当する者については、岩手県収入証紙を貼付せず、入校検定
料免除申請書(別紙様式)を添付することで、入校検定料が免除となる場合があり
ます。 
①平成23年東北地方太平洋沖地震及び津波、平成28年台風第10号又は令和元年
台風第19号により甚大な被害を受けた者 

②新型コロナウイルス感染症及びそのまん延防止のための措置の影響に起因す
る経済的事情により修業が困難で特に必要があると認められる者 

身上調書 所定の用紙に記入してください。 

調査書 学校長が証明し厳封したもの（開封無効）。 

健康診断書 
所定の用紙を用いてください。 
なお、定期健康診断書等の写しにより、これに代えることができます。 

推薦書 所定の用紙に学校長が証明し厳封したもの（開封無効）。 

入校確約書 
所定の用紙に記入してください。 
なお、第２及び第３志望の科がある場合、それぞれの科について記入してください。 

受験票送付用封筒 
定型封筒（長形３号）に、出願者の住所、氏名、郵便番号を記入し、404円分の切
手（簡易書留料含む）を貼付してください。 

入校願書Ｂ 第２及び第３志望の科がある場合のみ記入してください。 

(２) 出願方法 

ア 出願書類は、すべて第１志望で入校を希望する各職業能力開発校に提出してください。 

イ 郵送の場合は、封筒に「入校願書在中」と朱書きして書留又は簡易書留で送付してください。 

ウ 持参する場合の受付時間は、平日の午前９時から午後５時までです。 

(３) 受験票の交付 

受験票は、入校願書を受理した後、出願者に郵送します。 

(４) 出願上の注意事項 

ア 提出された書類及び入校検定料は、いかなる理由があっても返還しません。 

イ 提出書類に虚偽の記載をした場合又は虚偽の書類を提出した場合は、合格後であっても合格を取り消す

ことがあります。 

 

４ 選考試験 

(１) 選考場所 

第１志望で入校を希望する職業能力開発校 

(２) 選考時間 

各職業能力開発校の指定する時間 

(３) 選考方法 

筆記試験（国語、数学）及び面接 
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一般選考 
１ 募集及び募集人員（一般選考） 

校 名 訓練科名 訓練期間 定 員 募集定員 

千厩高等技術専門校 自動車システム科 ２年 ２０名 

定員の３分の１程度を
一般選考で募集 

宮古高等技術専門校 
自動車システム科 ２年 １５名 

金型技術科 １年 １０名 

二戸高等技術専門校 
自動車システム科 ２年 ２０名 

建築科 ２年 １５名 

２ 応募資格 

高等学校を卒業した者（令和４年３月卒業見込の者を含む。）又はこれと同等以上の学力を有すると認められ

る者 

３ 出願書類 

(１) 出願書類 

提出書類等 摘 要 

入校願書Ａ・受験票 

(１) 出願前３か月以内に撮影した写真を貼付してください。 
（正面上半身、脱帽、縦４㎝×横３㎝） 

(２) 入校検定料として岩手県収入証紙（2,200円分）を貼付してください。 
※下記のいずれかに該当する者については、岩手県収入証紙を貼付せず、入校検定
料免除申請書(別紙様式)を添付することで、入校検定料が免除となる場合があり
ます。 
①平成23年東北地方太平洋沖地震及び津波、平成28年台風第10号又は令和元年
台風第19号により甚大な被害を受けた者 

②新型コロナウイルス感染症及びそのまん延防止のための措置の影響に起因す
る経済的事情により修業が困難で特に必要があると認められる者 

身上調書 所定の用紙に記入してください。 

調査書 

最終卒業（見込みを含む。）学校長が証明し厳封したもの（開封無効）。 
なお、指導要録の保存期間満了、統廃合、被災その他の理由によって調査書が提出
できない者にあっては、成績証明書でこれに代えることができます（開封無効、発
行できない場合は卒業証明書）。 
高等学校卒業程度認定試験合格者にあっては、合格証明書と合格成績証明書でこれ
に代えることができます（開封無効）。 

健康診断書 
所定の用紙を用いてください。 
なお、令和４年３月卒業見込の者は、定期健康診断書等の写しにより、これに代え
ることができます。 

受験票送付用封筒 
定型封筒（長形３号）に、出願者の住所、氏名、郵便番号を記入し、404円分の切
手（簡易書留料含む）を貼付してください。 

入校願書Ｂ 第２及び第３志望の科がある場合のみ記入してください。 

(２) 出願方法 

ア 出願書類は、すべて第１志望で入校を希望する各職業能力開発校に提出してください。 

イ 郵送の場合は、封筒に「入校願書在中」と朱書きして書留又は簡易書留で送付してください。 

ウ 持参する場合の受付時間は、平日の午前９時から午後５時までです。 

(３) 受験票の交付 

受験票は、入校願書を受理した後、出願者に郵送します。 

(４) 出願上の注意事項 

ア 提出された書類及び入校検定料は、いかなる理由があっても返還しません。 

イ 提出書類に虚偽の記載をした場合又は虚偽の書類を提出した場合は、合格後であっても合格を取り消す

ことがあります。 

４ 選考試験 

(１) 選考場所 

第１志望で入校を希望する職業能力開発校 

(２) 選考時間 

各職業能力開発校の指定する時間 

(３) 選考方法 

筆記試験（国語、数学）及び面接 

※ 筆記試験は、それぞれ国語総合（古文、漢文を除く）、数学Ⅰまでの範囲から出題します。 
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選考試験受験上の注意事項 
 

１ 受験票、筆記用具を持参してください。 

２ 試験中は、受験票、筆記用具、消しゴム、時計（計算機能や情報端末機能等がないもの）以外の物を机の上

に置くことができません。 

  また、試験中は携帯電話等の電源スイッチを切り、試験が終了するまでカバン等に収納してください。 

３ 試験開始後、30分以上遅刻した者は、受験できません。 

４ 試験当日、学校保健安全法で出席の停止が求められている感染症に罹患し治癒していない場合は、他の受験

者や監督員等への感染のおそれがありますので、原則として受験をご遠慮願います。ただし、症状により学校

医その他の医師において、感染のおそれがないと認められたときは、この限りではありません。 

 

選考結果 
 

１ 合格発表 

合格の発表は、次のとおり行います。 

ア 推薦選考については、受験者及び学校長あて文書で合否の通知をします。 

イ 一般選考については、受験者あて文書で合否の通知をします。 

※ なお、合否の通知について、第２・第３志望のある受験者が、第１志望不合格の場合は、第２志望の

訓練科の校より、また、第１・第２志望不合格の場合は、第３志望の訓練科のある校より、合否の通知

をします。 

ウ 合格者の受験番号については、推薦・一般選考ともに、合格発表日の午前10時に、各職業能力開発校に掲

示します。また、参考情報として合格発表日の午前10時以降に、岩手県商工労働観光部定住推進・雇用労働

室のホームページに合格者の受験番号を掲載します。 

 

２ 開示請求 

個人情報保護条例（平成13年岩手県条例第７号）に基づき、試験結果について、次のとおり口頭による開示

請求を行うことができます。 

ア 受付先 

受験した職業能力開発校 

イ 受付期間 

合格発表の日から１か月間 

［推薦選考］ 

令和３年10月29日（金）～令和３年11月29日（月） 

［一般選考］ 

令和３年12月10日（金）～令和４年１月11日（火） 

ウ 受付時間 

午前９時から午後５時まで（土曜日、日曜日、祝日及び年末年始（12/29～1/3）を除く） 

エ 請求方法 

受験票及び学生証等本人の顔写真が貼付された書類を提示して、開示請求をしてください。請求できる方

は、受験生本人に限ります。 

オ 開示内容 

筆記試験の科目別得点及び面接評定 
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参考 
 

１ 在校経費 

・入校料 

5,650円（令和３年度入校生） 

・授業料 

118,800円（年額・令和３年度入校生） 

※ 納付方法 

１年を第１期、第２期、第３期の３回に分けて納付します。納付時期は、第１期が４月、第２期は

８月、第３期は12月です。 

・諸経費 

入校時には、上記のほかに教科書、作業服、資格試験、各種工具類、任意加入保険（訓練災害保険）等の

費用が必要となります。 

 

２ 学生寮 

自宅からの通学が困難な学生のために、学生寮があります。 

施設名 千厩高等技術専門校 宮古高等技術専門校 二戸高等技術専門校 

定 員 23人 18人 40人 

寄宿舎料 
（月額） 

700円 

居室１室あたりの定員が 
 
２人の場合  700円 
１人の場合  1,400円 

1,000円 

食費・光熱費等 
（月額） 

約30,000 円 
※食費・光熱費は食事の回数や電気使用料等によって変わる場合があります。 

 

３ 公的融資制度 

経済的な理由により就学が困難な方には、次の公的融資制度があります。 

・技能者育成資金［窓口：在校する職業能力開発校］ 

・生活福祉資金（福祉資金 福祉費）［窓口：最寄の市町村社会福祉協議会］ 

・母子父子寡婦福祉資金（修業資金、技能習得資金）［窓口：最寄の広域振興局］ 

・教育一般貸付（国の教育ローン）［窓口：日本政策金融公庫のホームページ又は各支店］ 

 

４ その他 

・鉄道やバスによる通学者の通学定期や旅客運賃に学生割引が適用されます。 

・訓練中や通学途上の事故等には、「災害見舞金制度」の適用が受けられる場合があります。 

・国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」の対象となります。（市町村への届出が必要となり

ます。） 

・経済的理由によって授業料等の納付が困難な方は、授業料等の全部又は一部を免除する制度の対象となる場

合があります。 

・公共職業安定所長の受講指示により入校する方は、訓練期間中に雇用保険又は訓練受講手当等が支給されま

す。受講指示については、応募の前に最寄の公共職業安定所に求職申込みのうえご相談ください。 
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高等技術専門校等一覧 
 

●高等技術専門校 

○千厩高等技術専門校 

〒０２９－０８０３ 岩手県一関市千厩町千厩字神ノ田６０－１ 

ＴＥＬ ０１９１－５２－２１２５   ＦＡＸ ０１９１－５３－２５９８ 

 

○宮古高等技術専門校 

〒０２７－００３７ 岩手県宮古市松山第８地割２９－３ 

ＴＥＬ ０１９３－６２－５６０６   ＦＡＸ ０１９３－６４－６５９６ 

 

○二戸高等技術専門校 

〒０２８－６１０３ 岩手県二戸市石切所字上野々９２－１ 

ＴＥＬ ０１９５－２３－２２２７   ＦＡＸ ０１９５－２３－９０８１ 

 

●公共職業安定所（ハローワーク） 

○ハローワーク盛岡 

〒０２０－０８８５ 盛岡市紺屋町７－２６         ＴＥＬ ０１９－６５１－８８１１ 

○ハローワーク沼宮内 

〒０２８－４３０１ 岩手郡岩手町大字沼宮内７－１１－３  ＴＥＬ ０１９５－６２－２１３９ 

○ハローワーク釜石 

〒０２６－００４３ 釜石市新町６－５５          ＴＥＬ ０１９３－２３－８６０９ 

○ハローワーク遠野 

〒０２８－０５２４ 遠野市新町２－７           ＴＥＬ ０１９８－６２－２８４２ 

○ハローワーク宮古 

〒０２７－００３８ 宮古市小山田１－１－１        ＴＥＬ ０１９３－６３－８６０９ 

○ハローワーク花巻 

〒０２５－００７６ 花巻市城内９－２７          ＴＥＬ ０１９８－２３－５１１８ 

○ハローワーク一関 

〒０２１－００２６ 一関市山目字前田１３－３       ＴＥＬ ０１９１－２３－４１３５ 

○ハローワーク水沢 

〒０２３－８５０２ 奥州市水沢東中通り１－５－３５    ＴＥＬ ０１９７－２４－８６０９ 

○ハローワーク北上 

〒０２４－００９１ 北上市大曲町５－１７         ＴＥＬ ０１９７－６３－３３１４ 

○ハローワーク大船渡 

〒０２２－０００２ 大船渡市大船渡町字赤沢１７－３    ＴＥＬ ０１９２－２７－４１６５ 

○ハローワーク二戸 

〒０２８－６１０３ 二戸市石切所字荷渡６－１       ＴＥＬ ０１９５－２３－３３４１ 

○ハローワーク久慈 

〒０２８－００５１ 久慈市川崎町２－１５         ＴＥＬ ０１９４－５３－３３７４ 

 

 

●岩手県商工労働観光部 定住推進・雇用労働室 

〒０２０－８５７０ 盛岡市内丸１０－１ 

ＴＥＬ ０１９－６２９－５５８３ 

ＦＡＸ ０１９－６２９－５５８９ 

詳しくは、定住推進・雇用労働室ホームページを 

御覧ください 

 

 

ＵＲＬ https://www.pref.iwate.jp/ 

岩手県 職業能力開発施設 検索 
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報道機関への情報提供（2021/11/5） 県北広域振興局

説明項目17

岩手県立二戸高等技術専門校学生の岩手県若年者技能競技会への出場

について

（二戸高等技術専門校）

令和３年度岩手県若年者技能競技会の木造建築科及び自動車整備科の競技に、二

戸高等技術専門校の学生 20 名が参加します。日ごろ磨いている技能を競い合う様

子を取材していただきますようお願いいたします。

１ 名称

令和３年度岩手県若年者技能競技会

２ 開催日時

令和３年11月17日（水）

  開会式 午前9時10分～9時25分

  競 技 午前9時30分～午後1時30分

※ 新型コロナウイルス感染防止のため、閉会式（表彰式）は行わず、各訓練科

別に解散。結果は、後日発表、賞状・メダルも後日郵送で送付されます。

３ 開催場所

岩手産業文化センター ツガワ未来館アピオ （滝沢市）

４ 主催等

  主催 岩手県職業能力開発協会

  後援 岩手県

５ 参加資格

県内の認定高等職業訓練校・県立職業能力開発施設に在籍する長期課程訓練生

６ 二戸高等技術専門校出場選手

  木造建築科１年生の部 １０名（うち久慈地域出身者４名）

  木造建築科２年生の部  ４名

  木造建築科３年生の部 ２名

  自動車整備科１年生の部 ２名

  自動車整備科２年生の部 ２名

※ 木造建築科については、２年課程で訓練を実施している校に限り、２年生が３

年生の部に参加することを認められており、二戸校２年生８名のうち２名が３年

生の部に出場するものです。
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● 岩手県若年者技能競技会

県内の認定職業訓練施設、県立職業能力開発施設で学ぶ若年技能者の技能習得意欲

の増進と技能水準の向上並びに技能者相互の親善を図り、もって職業能力開発事業の

拡大発展に資することを目的とする「ものづくりの競技会」であり、毎年開催されて

いるものです。

● 認定高等職業訓練校

  知事が認可した職業訓練法人が職業訓練を行うために設置する施設で、原則とし

て事業所に就職した社会人を対象として訓練を行っています。県内には16の認定高

等職業訓練校が設置されており、久慈市には、職業訓練法人久慈職業訓練協会が設

置する久慈高等職業訓練校があります。

● 県立職業能力開発施設

  県が職業訓練を行うために設置する施設で、新規学卒者や求職者を対象として訓練

を行っています。県内には、産業短期大学校（本校・水沢校）と二戸・千厩・宮古に

高等技術専門校が設置されています。

担当

二戸高等技術専門校

校長 今野  智
あきら

、 校長補佐 阿部恵一

電話： ０１９５－２３－２２２７
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報道機関懇談会資料（2021/11/5） 県北広域振興局

説明項目18

未来の匠への道を知る

県立二戸高等技術専門校「冬の体験入校」参加者募集について

（二戸高等技術専門校）

自動車整備及び建築大工分野の未来の匠を育てる県立二戸高等技術専門校では、

高校生１、２年生及び中学生を対象に、「冬の体験入校」の参加者を募集します。

この体験入校で、エンジンの分解・組立や故障診断機を使用した自動車点検、パ

ソコン（三次元ＣＡＤ）を使用した木造住宅設計等を体験することができます。

今年度は新たに中学生の皆さんの参加も可能です。

中高生の皆さんの「将来の夢への一歩」につながることを期待しています。

１ 日時

  令和４年１月７日（金） 午前９時30分から午後３時30分まで

２ 場所

  岩手県立二戸高等技術専門校  二戸市石切所字上野々92-1

３ 対象

  高校１、２年生及び中学生

４ 定員

  自動車システム科、建築科とも各１０名（先着順）
※ 新型コロナウイルス等の感染状況が悪化した場合や応募者少数の場合は、開
催を中止することがあります。

５ 主な体験内容（予定）

  各科の学科及び実習の一部を体験します（昼食を御持参願います。）

  入校相談も受けられます。

（１）自動車システム科

   学科：なし

   実習：エンジン分解・組立実習、故障診断機を使用した点検作業 等
    ※ エンジンの分解・組立のほか、故障診断機を使用した故障箇所の発見や

日常的な点検の仕方を学ぶことにより、自動車整備を体験します。
（２）建築科
   学科：木造建築、建築大工の仕事について

実習：パソコン（三次元 ＣＡＤ）を使用した、木造住宅の設計
    ※ パソコンを使い、初心者でもマウス１つで簡単に住宅の間取り・３Ｄ外

観モデルを作成できる「３Ｄマイホームデザイナー」を使って、木造住宅
の設計について学びます。

６ 申込み・問合せ先

  申込期間 11月５日（金）午前８時30分から12月20日（月）午後５時まで
本校ホームページ内の特設ページ等から県の電子申請システムによりお申し込

み、または、必要事項を網羅した電子メールにより本校代表アドレスあてお申し込
みください。（先着順）
  参加費は無料です。

  岩手県立二戸高等技術専門校
  電話： 0195-23-2227 、Fax： 0195-23-9081
  E-mail（本校代表アドレス）：CD0007＠pref.iwate.jp

担
当

二戸高等技術専門校

校長 今野  智
あきら

、 校長補佐 阿部 恵一

Tel: 0195-23-2227 / Fax: 0195-23-9081
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報道機関への情報提供（2021/11/5） 県北広域振興局

説明項目19

久慈地区における雇用の維持・就職に向けた在職者・離職者訓練につ

いて（11、12月実施分）

（二戸高等技術専門校）

県立二戸高等技術専門校では、感染防止措置の取組に配慮しながら、久慈地区にお

ける雇用の維持・就職に向けた支援活動として、11、12月に下記の在職者訓練及び離

職者訓練を実施しますので、お知らせします。

これからも本校では、県北地域の産業技術人材育成の拠点として、①現在職業に就

いている方の職業能力の向上と②再就職に向けて前向きにチャレンジしていきたい

方が一日も早く就職できるよう必要な知識・技能習得の支援を続けていきます。

１ 配慮する感染防止措置の取組み
(1) 机・椅子・実習器具等の配置
(2) 教室・実習場の換気の徹底
(3) 咳エチケット、消毒の実施
(4) 受講者の体調管理等の徹底

２ 実施する在職者・離職者訓練
(1) 在職者訓練
ア パワーポイントビジネス活用基礎 （会場：久慈高等職業訓練校）

11月24日、25日 定員10名 〔申込締切 11月４日〕
※ パワーポイントを活用したプレゼンテーション資料作成の基本について
学ぶことにより、ビジネス活用のスキルアップを図ります。チラシ作成にも
役立ちます。

イ Excelビジネス関数テクニック （会場：久慈高等職業訓練校）
12月2日、3日 定員10名 〔申込締切 11月12日〕

   ※ 請求書作成、売り上げデータの集計・分析などにも使える、基礎から一歩
進んだExcel関数の使い方を学びます。ＯＡ系セミナーとしては今年度最後
のセミナーになります。

(2) 離職者訓練
  ア簿記会計科 （会場：久慈高等職業訓練校）

11月26日～2月25日 定員15名 〔募集期間 10月18日～11月15日〕
   ※ 簿記の専門的な知識・技能やパソコンを使った事務処理について基本的な

技能を習得し、経理事務、一般事務等の事務関係及びパソコン作業を伴う職
種等への就職を目指す３ヶ月間の職業訓練です。久慈地区における今年度最
後の離職者訓練になります。

３ 申込先
(1) 在職者訓練
   二戸高等技術専門校（電話：0195-23-2227）
(2) 離職者訓練
   ハローワーク久慈（電話：0194-53-3374）

４ 今後、感染者が確認された場合の対応
  訓練の休止、延期等

担

当

二戸高等技術専門校

校長 今野 智
あきら

  校長補佐 阿部 恵一

電話: 0195-23-2227 Fax: 0195-23-9081

- 43 -



チラシ作成はもちろん、会議やプレゼンテーションで

使える有効なツールです。

初めての方でも楽しく学ぶ事が出来るので、

この機会に是非ご利用下さいませ。

対 象 者 Wordの基本的な操作が出来る方

日 時 令和３年１１月２４日（水）～令和３年１１月２５日（木） ２日間
９時～１６時（昼休み１２時～１３時）

講 師 久慈職業訓練協会講師

実施場所 久慈高等職業訓練校（久慈市川崎町17番5号）

定 員 １０名

受 講 料 無料《テキスト代などの実費は、自己負担》
参考（令和2年度同コース、使用テキスト代・・・２，３１０円）

締 切 日 令和３年１１月４日（木）

受講申込 受講申込書に必要事項を記入し、二戸高等技術専門校に提出して下
さい。
受講の可否は、受付期間終了後、FAXまたは電話でお知らせします。
修了者には能力開発促進法に基づき修了証書を交付します。

申 込 ・ お 問 合 せ TEL:0195-23-2227

FAX:0195-23-9081

https://www.pref.iwate.jp/sangyoukoyou/koyouroudou/shisetsu/ninohe/1022921/index.html- 44 -



FAX 0195-23-9081 

受 講 申 込 書 

令和  年  月  日  

 岩手県立二戸高等技術専門校長 様 

 

研修担当 者 

(e-mail アドレス)               

※申し込むコースに係る事業所での連絡担当者のご氏名（必須） 

 と e-mail アドレス（適宜）を記入してください。 

 下記のコースを受講したいので申し込みます。 

記 

コ ー ス 名 
二戸地区・久慈地区 

№       コース名                   

実 施 日 程 令和  年  月  日～令和  年  月  日（  日間） 

( ふ り が な ) 

氏 名 

 性 

別 
男  女 

 

生 年 月 日 昭和・平成   年   月   日生（満   歳） 

現 住 所 

〒   － 

 

 

Tel.   －  －    

Fax.   －  －    

勤 

務 

先 
事業所名  Tel.   －  －    

所 在 地 

〒   － 

 

 

Fax.   －  －    

従業員数       人 

事業内容  

役 職 名  
実務経験年数  年  か月 

仕事内容  

メールアドレス  

注）用紙はコピーし使用してください。                         （Ａ４） 

受講申込書にご記入いただいた個人情報は、能力開発セミナーの受講に関する事務処理及び個人を特定しない統計処

理、能力開発セミナーのご案内等に利用させていただきます。 

 

- 45 -



対 象 者 Excelの基本的な表作成が出来る方

日 時 令和3年12月2日（木）～12月3日（金） 2日間

講 師 久慈職業訓練協会講師

実 施 場 所 久慈高等職業訓練校（久慈市川崎町17番5号）

定 員 10名

受 講 料 無料《テキスト代などの実費は、自己負担》
参考（令和2年度同コース、使用テキスト代・・・２，３８７円）

締 切 日 令和3年11月１２日（金）

受 講 申 込 受講申込書に必要事項を記入し、二戸高等技術専門
校へ提出して下さい。
受講の可否は、受付期間終了後、FAX又は電話でお
知らせ致します。

修了者には能力開発促進法に基づき修了証書を交付
します。

岩手県立二戸高等技術専門校

関数を
覚えたいけど、
難しそう…

ご安心下さい！プロの講師が丁寧に説明致します♪
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FAX 0195-23-9081 

受 講 申 込 書 

令和  年  月  日  

 岩手県立二戸高等技術専門校長 様 

 

研修担当 者 

(e-mail アドレス)               

※申し込むコースに係る事業所での連絡担当者のご氏名（必須） 

 と e-mail アドレス（適宜）を記入してください。 

 下記のコースを受講したいので申し込みます。 

記 

コ ー ス 名 
二戸地区・久慈地区 

№       コース名                   

実 施 日 程 令和  年  月  日～令和  年  月  日（  日間） 

( ふ り が な ) 

氏 名 

 性 

別 
男  女 

 

生 年 月 日 昭和・平成   年   月   日生（満   歳） 

現 住 所 

〒   － 

 

 

Tel.   －  －    

Fax.   －  －    

勤 

務 

先 
事業所名  Tel.   －  －    

所 在 地 

〒   － 

 

 

Fax.   －  －    

従業員数       人 

事業内容  

役 職 名  
実務経験年数  年  か月 

仕事内容  

メールアドレス  

注）用紙はコピーし使用してください。                         （Ａ４） 

受講申込書にご記入いただいた個人情報は、能力開発セミナーの受講に関する事務処理及び個人を特定しない統計処

理、能力開発セミナーのご案内等に利用させていただきます。 
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【取得目標資格】
日本商工会議所 簿記検定３級
コンピュータサービス技能評価試験 ワープロ部門３級

表計算部門 ３級

5-03-03-133-03-0053

※新型コロナウイルス感染予防対策
当校では、アルコール消毒や適切な換気を行い、三密の回避、

感染拡大の予防対策をしています。

受講期間 １１月２６日～２月２５日

対象者
・ハローワークに求職申込をしている方

・ハローワークの受講指示、受講推薦または支援指示を受けられる見込の方

・訓練修了後３ヶ月以内に再就職する強い意志のある方

受講費用

受講料無料ですが、自己負担あり。

※教材費（概算） 計7,000円

資格取得経費（概算） CS検定（各部門）3級 5,350円 2級 6,710円

日商簿記検定3級 2,850円

職業訓練生総合保険料 3,000円（振込料別）

パソコンを使った事務処理や、簿記の基本的な知識・技能を習得する

３ヶ月間の職業訓練です。

受講料無料

（一部、自己負担有）

11/1５
募集締切

(月）

９：００～１６：００ 土日祝日を除く

選 考 会 １１月１８日（木）１０：００～
＜場所＞ 久慈高等職業訓練校

久慈市川崎町１７－５
ＴＥＬ 0194-52-3343

久慈 離職者等再就職訓練 受講生募集

定員 １５名

募集期間 令和３年１０月１８日(月）～令和３年１１月１５日（月）

応募方法 募集期間内に、お住まいの地区を管轄するハローワークにお申込みください。

お申込みお問合わせ 久慈公共職業安定所（ハローワーク久慈）

0194-53-3374久慈市川崎町2-15 TEL

【訓練主催】岩手県立二戸高等技術専門校 二戸市石切所字上野々92-1 TEL：0195-23-2227

【訓練実施】 職業訓練法人 久慈職業訓練協会 久慈市川崎町17-5 TEL：0194-52-3343

住所

※当日は、感染拡大防止のため事前に検温を
お願いします。また、マスク着用でお願い
します。
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◎カリキュラム

◎選考会

学科
138時間

職業能力基礎講習
オリエンテーション、キャリア・コンサルティング、自己理解、仕事理解、職業意識、
職業設計、職場内のコミュニケーション、ビジネスマナー・接遇、応募書類の作
成、面接の心得、再就職支援セミナー

安全衛生 ＶＤＴ作業と安全衛生

簿記実務概論 複式簿記の仕組み、財務諸表の見方、各種税法に関する知識

OA概論 コンピュータの仕組み、インターネットの仕組み、セキュリティに関する知識

実技
210時間

簿記実務実習 仕訳、伝票記入、帳簿記入、決算の整理手続き

会計ソフト操作実習 帳簿入力、現金出納帳、決算書作成

文書作成実習
入力操作、書式設定、表の作成、図形や画像等による文書の装飾、一般文書・
依頼文書･各種ビジネス文書の作成

表計算データ処理実習 表の作成、並べ替え、計算式、関数、グラフ作成

その他
2時間

開講式、修了式

総訓練時間数 350時間

選考会場
案内図

○岩手県立二戸高等技術専門校（二戸市石切所字上野々92-1） TEL 0195-23-2227
○久慈公共職業安定所 ハローワーク久慈（久慈市川崎町2-15） TEL 0194-53-3374

選 考 日 時
令和３年１１月１８日（木） １０時開始
受付を９時３０分～９時５０分までに済ませてください。（感染拡大防止のため事前に検温をお願いします。）

選 考 場 所 久慈高等職業訓練校（久慈市川崎町１７－５ TEL 0194-52-3343）

実 施 内 容 筆記試験（漢字の読み書き・四則計算）及び面接

持参するもの 筆記用具（えんぴつ・消しゴム）

合 格 発 表 選考日翌日に応募者に発送（郵便通知）

留 意 事 項

＊面接順によってはお待ちいただくことがあります。
＊やむを得ない事情により欠席および遅刻をする場合は、事前にご連絡ください。
（無断で欠席又は遅刻した場合は、選考対象外となります。）
＊選考基準を満たしていない事項が一つでもある場合は、定員の充足の有無に関わらず受講
決定とならない場合があります。

＊受講決定後に受講を辞退した場合は、用意したテキストを買取していただきます。
＊この訓練は、応募状況により実施されない場合があります。
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令和３年11月 行  事  予  定  表

日 曜 行　　　　　事 時間 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

3 水
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

4 木
久慈市夏休み恐竜・地質課題コンテスト2021表彰
式

13:00～ 久慈市 久慈小学校 久慈市政策推進課 52-2115

7 日 小久慈朝市 8:00～ 久慈市 旧長内中学校 久慈市地域づくり振興課 52-2116

8 月
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

11 木 サケの日学校給食 11：00頃～ 管内市町村小学校 水産部水産振興課 53-4985

12 金 種市南地区漁業協同組合合併仮契約調印式 14：00～ 洋野町 洋野町民文化会館セシリアホール ◎ 水産部水産振興課 53-4985

12 金 食の匠による高校生への郷土料理伝承会 11：00～ 久慈市 久慈東高等学校 久慈農業改良普及センター 53-4989

13 土 平庭高原環境整備活動 9：00～ 久慈市 平庭峠駐車場 〇 久慈市山形総合支所産業建設課 72-2129

13 土
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

15 月 建設業ふれあい事業 12：45～ 野田村 野田小学校 土木部管理課・企画グループ 66-9687

17 水 あなたの知らないＵターンの世界 18：30～ 久慈市 YOMUNOSU１階　StAND　HIBIKI 〇 経営企画部産業振興室 66-9671

17 水 新規就農者と農業農村指導士等の交流会 13：30～ 久慈市 ロイヤルパークカワサキ 久慈農業改良普及センター 66-9684

17 水 岩手県若年者技能競技会 9：10～ 滝沢市
岩手産業文化センター
ツガワ未来館アピオ

二戸高等技術専門校 0195-23-2227

17 水 助け合い市民講座 13：30～ 久慈市 総合福祉センター 久慈市地域包括支援センター 61-1557

18 木
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

23 火
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

25 木 ＥＣサイト活用セミナー 14：00～ 久慈市 合同庁舎６階大会議室 経営企画部産業振興室 66-9671

26 金 若者の職場定着セミナー 13：25～ 久慈市 久慈グランドホテル ◎ 経営企画部産業振興室 66-9671

28 日
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

29 月 岩手県食の匠による郷土料理伝承会 10：00～ 洋野町 大野農村環境改善センター 久慈農業改良普及センター 66-9684

令和３年12月上旬

日 曜 行　　　　　事 時間 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

1 水 「まめぶ」未来継承講座 13：00頃～ 久慈市 来内小学校 久慈市山形総合支所産業建設課 72-2129

2 木 「まめぶ」未来継承講座 13：00頃～ 久慈市 山形小学校 久慈市山形総合支所産業建設課 72-2129

3 金 久慈地域キャリア教育推進連携シンポジウム 13：30～ 久慈市 久慈グランドホテル ◎ 経営企画部産業振興室 66-9671

3 金 「まめぶ」未来継承講座 13：00頃～ 久慈市 山形中学校 久慈市山形総合支所産業建設課 72-2129

3 金
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

7
〜
8

火
〜
水
JFW　JAPAN　CREATION　2022 10：00～ 東京都

東京国際フォーラム　ホールE－1
（B2F）

経営企画部産業振興室 66-9671

8 水
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

13 月
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

14 火 「まめぶ」未来継承講座 13：00頃～ 久慈市 山形中学校 久慈市山形総合支所産業建設課 72-2129

◎局長出席　　　☆技監（保健所長）出席　　○部・室長等出席
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